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 2025 年に戦後 80 年の節目を迎えた日本では、“あの戦争”を振り返り、考

える企画はごくわずか。アホバカバラエティーの全盛状況は不変だ。しかし、

同じ敗戦国たるドイツでは、ロッセリーニ×ゴダール【2つのゼロ年】という

素晴らしい企画が！ 

前者の零年は1945年、後者のそれは1990年だが、それは一体なぜ？同じ発

想で「日本零年」、「新日本零年」を考えれば、如何に・・・？ 

前者が描く終戦直後の破壊された建物と瓦礫の山が残るベルリンの姿は

生々しい上、そこで生きる少年の姿とあっと驚く結末には絶句！他方、“ベル

リンの壁崩壊”後の老スパイの西への帰還の旅を描く後者は“さすがゴダール

映画”とも言えるが、あまりにも難解だから、私にもチンプンカンプン！？ 

─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── 

◆2025年の日本は、「戦後80年」の節目としてさまざまな企画がされたが、その年末年始

には、ロッセリーニ×ゴダール【2 つのゼロ年】が公開されたからすごい。これは、ロベ

ルト・ロッセリーニ監督の『ドイツ零年』（48 年）とジャン＝リュック・ゴダール監督の

『新ドイツ零年』（91 年）をあえて同時に上映する企画だ。チラシには次のとおり紹介さ

れているが、これを読めば、こりゃ必見！ 

第二次世界大戦後の廃墟と化したベルリンを舞台に、ひとりの少年を通して戦争

がもたらす残酷さを描いたロベルト・ロッセリーニの『ドイツ零年』（1948年）

と、ベルリンの壁崩壊の翌年、東ドイツに潜伏していた老スパイの西側への帰還

の旅を描いたジャン＝リュック・ゴダールの『新ドイツ零年』（1991年）。1945

年をドイツにとっての《ゼロ年》と示し、戦後ベルリンの“虚無の廃墟”を冷徹

に描いたロッセリーニに対し、ゴダールは東西ドイツが統合された1990年を《新

ゼロ年》として、ふたたび“虚無の廃墟”にもどされたドイツを見つめ直した。

思いがけない、でも必然にみちた2作品の邂逅が今実現する。 

★★★★★ ショートコメント 
 

ドイツ零年 

（GERMANIA ANNO ZERO） 

1948年／イタリア映画 

配給：サジフィルムズ／74分 

2026（令和8）年1月8日鑑賞 テアトル梅田 

 

２０２６－１ 

監督：ロベルト・ロッセリー

ニ 
脚本：ロベルト・ロッセリー

ニ、マックス・コルペ

ット、カルロ・リッツ
ァーニ 

出演：エドムント・メシュケ

／エルンスト・ピット
シャウ 



129 

 

◆また、チラシによると、ロッセリーニ監督の『ドイツ零年』の作品紹介は次のとおりだ。

すなわち、 

 

 

 

◆終戦直後の東京を舞台にした小説としては、田村泰次郎の『肉体の門』（47 年）が有名

だが、同作はいわゆる「パンパン」、今でいう売春婦たちを主人公とした小説だから、中学・

高校時代の私にはそれは刺激的すぎた。また、それを映画化した鈴木清順監督の『肉体の

門』（64 年）も観ることはできなかったが、その後日活ロマンポルノの一環として公開さ

れた『肉体の門』（77年）は、しっかり鑑賞しているから、我ながら立派なものだ。 

 他方、戦後の 1952 年から 54 年にかけて、「銭湯の女湯から人が消える」と言われるほ

どの人気を集めたラジオドラマ『君の名は』は、東京の数寄屋橋を起点とした恋愛ドラマ

だった。そして、この両作では、焼け野原となった東京の姿がまざまざと浮かび上がって

いた。 

他方、ドイツは日本と同じ第二次世界大戦の敗戦国、そしてヒトラーはベルリンの総統
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府内で自殺したから、そんなベルリンを舞台とした本作では、まずはドキュメンタリー映

画と見まがうばかりの、破壊された建物と瓦礫の山が残るベルリンの姿に注目！ 

 

◆この作品は、『無防備都市』（45年）、『戦火のかなた』（46年）とともに「戦争三部作」

と呼ばれ、ほぼオール・ロケ、素人俳優の器用といったネオレアリズムの手法を駆使し、

戦争の悲惨さをロッセリーニ独特のドキュメンタリー・タッチで描いている。そんな有名

な作品を本企画で初めて鑑賞することができたことに感激！ 

 

◆本作の舞台は、ナチスドイツ崩壊後のベルリン。そして、本作の主人公は、①病弱で寝

たきりの父（エルンスト・ピットシャウ）、②元ナチ党員で警察を恐れて家に引きこもる兄

カール・ハインツ（フランツ・クリューガー）、③家計を助けながら父の看病する姉エヴァ

（インゲトラウト・ヒンツェ）と共に、間借りした狭い部屋に暮らす少年エドムント（エ

ドムント・メシュケ）だ。エドムントは

父と姉に代わってお金を稼ぐために学

校にも行かず、毎日廃墟のような街をさ

まよっていたが、ある日、小学校の担任

教師だったエニング（エーリッヒ・ギュ

ーネ）に出会うと・・・。エニングがか

つてナチス思想の持ち主だったのは当

然だが、ドイツにおけるナチス思想から

民主主義教育への思想転換は如何に？

そう思っていると、本作ではエドムント

が次第にエニングに感化されている姿

が生々しく描かれていくので、それに注

目！ 

そして、「弱者は常に強者に滅ぼされ

る」とのナチスの考え方が次第に身につ

いてくると、エドムントはある日あっと

驚く行動に行き着くので、その結末はあ

なた自身の目でしっかりと！ 

 

2026（令和8）年1月13日記 


